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水量，最深積雪）「東北日別値2000」に附属した宮古湾

沿岸水温観測資料（1904年から2000年）を解析した．

宮古湾沿岸水温の平滑値が120C以下を低温イベントと

定義すると，1943年4月～1945年8月と，1983年9月

～1985年10月の2回の低温イベントが見いだされた．

後者は三陸沖の親潮面積の増大と符合していた．

　7．宮城県の西よりの強風（NHMを用いた検討）

　　　　　　　　　　　　加藤　廣（仙台管区気象台）

　宮城県の西よりの強風についてNHHM（非静力学

モデル）を用いた数値実験を行い，発現機構と地域性

について検討を行った．この結果，宮城県における西

よりの強風発現時の風分布は，hydraulicjumpを伴う

比較的狭い範囲の強風域と地形に沿って下降しながら

吹き抜ける広範囲の強風域との大きく分けて2種類の

強風域とこれらの影響を受けた逆・弱風域からなるこ

とが確認された．これらのことは，過去の調査でも指

摘されていることと共通点が多い．

8．非静力学モデルによる雷

　　　　　　　　　　　白川栄一（仙台管区気象台）

　雷，特に落雷の予報は生活情報として，また防災情

報としても重要な情報である．これまでは，その予報

は安定度などから間接的に行うものであった．しかし，

気象庁の次期ルーチンモデルである，非静力学モデル

に詳細な雲物理過程を組み込んだ数値予報モデル

（NHM）では，より直接的に雷を予報できる可能性が

ある．また，直接観測の難しい，雲の中の物理構造に

対するNHMの雲物理過程を，雷という観測結果から

検討することは重要であると考えられる．

　9．MRI／JMAオンライン3次元化学輸送モデルに

　　よる成層圏オゾン再現実験

　＊宮崎和幸（茨城大学大学院理工）1岩崎俊樹（東北

　大学大学院理学研究科），千葉　長，柴田清孝，関山

　剛，折戸光太郎（気象庁気象研究所）

　成層圏オゾンなど大気微量成分の変動機構を理解す

る事を目的とし，成層圏オゾンの過去の再現・未来の

予測を成し得る実況監視システムの開発が行ってい

る．このシステムに採用される，大気大循環モデルと

化学輸送モデルを並列に実行する手法“オンラインモ

デル”の問題点を考察する．
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